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第３２軍司令部壕展示施設基本計画検討委員会（第１回） 

議事概要 

 

１ 日時：令和７年７月１０日（木）10:00～12:00 

２ 場所：沖縄県男女共同参画センターてぃるる 研修室１・２ 

３ 出席委員： 

沖縄戦研究分野 吉川 由紀 沖縄国際大学非常勤講師 

展示施設等分野 山本 正昭 沖縄県博物館・美術館 主任学芸員 

 〃 鈴木 悠 那覇市歴史博物館 主任学芸員 

 〃 仲本 和彦 沖縄県公文書館指定管理者 

（公財）沖縄県文化芸術振興会 

公文書管理課 収集保存班 主幹 

平和ガイド・平和学習分野 大田 光 一中戦没学徒資料室 解説員 

 〃 玉城 直美 株式会社うなぁ沖縄 代表 

ＤＸによる情報発信分野 川端 卓 SCSK（株）ビジネスデザイングループ 

地域共創事業開発部長 

建築工学分野 小倉 暢之 琉球大学名誉教授 

 〃 清水 肇 琉球大学工学部環境建設工学科教授 

※ 展示施設等分野 平良 次子委員（対馬丸記念会対馬丸記念館館長）は都合によ

り欠席 

 

４ 出席事務局： 

〇沖縄県 

沖縄県知事公室地域外交統括監 

知事公室平和・地域外交推進課 

生活福祉部保護・援護課 

土木建築部都市公園課 

土木建築部首里城復興課 

文化観光スポーツ部観光政策課 

教育庁県立学校教育課 

教育庁文化財課 

〇那覇市 

総務部平和交流・男女参画課 

経済観光部観光課 

市民文化部文化財課 
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５ 議事次第： 

 １ 開会 

 ２ 沖縄県知事公室地域外交統括監挨拶 

 ３ 検討委員会委員紹介 

 ４ 第３２軍司令部壕展示施設基本計画検討委員会設置要綱について 

 ５ 会長の選任及び会長代理の指名について 

 ６ 今後の委員会の進め方（会議の公開・非公開の審議） 

 ７ 第３２軍司令部壕保存・公開事業及び展示施設の整備に係る検討経緯について 

 ～ 次第 7に係る質疑応答 ～ 

 ８ 第３２軍司令部壕展示施設の位置付けと整備に向けた方向性について 

 ～ 次第 8に係る質疑応答 ～ 

 ９ 第３２軍司令部壕展示施設の展示テーマの方向性について 

 ～ 次第 9に係る質疑応答 ～ 

 10 第３２軍司令部壕展示施設基本計画骨子（案）について 

 ～ 次第 10 に係る質疑応答 ～ 

 11 閉会（事務連絡） 

 

６ 議事内容： 

（１）会長の選任及び会長代理の指名について 

・第３２軍司令部壕展示施設基本計画検討委員会の会長は小倉委員が会長に互選さ

れた。 

・会長代理は、吉川委員が指名された。 

 

（２）今後の委員会の進め方（会議の公開・非公開）について 

・会議の公開・非公開について委員会で審議した結果、第１回・第５回・第６回検

討委員会は公開とし会議録としての議事概要及び配布資料は会議後に県ホームペ

ージに公表、第２回・第３回・第４回検討委員会は非公開とし、議事概要のみを

各会議後に県ホームページに公表することに決定した。 

 

（３）質疑応答①（議事次第（６）について） 

【検討委員会の会議録について】 

〇仲本委員（展示施設等） 

検討委員会の会議録について、議事概要のみではなく、議論した内容

は、議事録としてしっかり残していただきたい。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

検討委員会の議事録・議事概要は、会議の公開・非公開に関わらずすべ
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ての委員会で作成する。議事録の公表の方針、公表の時期については、事

務局で検討したうえで回答したい。 

 

（４）質疑応答②（議事次第（７）について） 

【展示施設の規模について】 

〇清水委員（建築工学） 

資料３について、昨年度の第３２軍司令部壕保存・公開基本計画に記載

のない、新たに検討された内容があるように思うが、区別しにくい。P7の

必要面積について、「敷地面積の制約、必要機能、年間来場者数などを踏ま

え、改めて検討予定」という記載には、展示内容も含まれるという認識で

問題ないか。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

資料３は昨年度の委員会（非公開も含む）において検討されたものであ

る。展示施設の必要面積は、敷地の法規制、土地面積、展示内容等を踏ま

えて今後面積・規模を検討することとなる。展示内容も含まれるという認

識で問題ない。 

（５）質疑応答③（議事次第（８）について） 

【遺物の公開について】 

〇山本委員（展示施設等） 

模型再現について、遺物を公開しているか否かという視点が含まれてい

ると思うが、第３２軍司令部壕では、発掘された遺物を公開することは視

野に入れているか。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

第３２軍司令部壕から出土した遺物は、単に展示するだけでなく、どの

ような状態で保管されていたかについても公開を検討している。後ほど資

料５で詳しく説明する。 

【模型再現について】 

〇鈴木委員（展示施設等） 

P2 のリアル再現については VR が主体になっているということか。P3の

マトリックス分類について、縦軸が模型再現だが、VR がある方が一般来場

者向けに区分されるのか、マトリクスの見方についてお聞きしたい。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

実際の様子をリアルに再現しているかという観点で、リアル再現として

いる。イメージ再現については、実際の様子ではなくイメージを基に再現

しているかという観点であり、再現の忠実性や精度による分類である。マ
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トリクス分類について、先端技術の使用については参考程度の位置づけと

なっている。 

【類似事例について】 

〇玉城委員（平和ガイド・平和学習） 

マトリクス分類について、学校向け展示には先端技術が必要ないという

ように受け取れる。韓国 DMZ の軍事トンネルの展示施設について、分断と

戦争の歴史を体験できる良い施設であった。第３２軍展示施設の良い参考

事例になると考える。可能であれば海外の視点も取り入れていただきた

い。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

学校教育向けの場合、先端技術が必要ないという整理ではない。先端技

術の活用には維持コストもかかるため、メリット・デメリットを踏まえる

とともに、海外の事例も視野に入れつつ検討したいと考える。 

 

（６）質疑応答④（議事次第（９）について） 

【展示内容について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

１点目、資料５の中で「沖縄のこころ」という言葉が多用されているた

め、県としてどのように定義しているか整理し、繰り返し表記してもらい

たい。 

２点目、本展示施設は、学びの場であるということを基本にしたいと考

えている。展示内容の対象年齢を早めに決めて検討を進めることが大事と

考えている。 

３点目、展示について、第３２軍司令部が首里を放棄し南部に撤退した

ことで住民犠牲を膨大にしたことを踏まえ、住民の目線で沖縄戦を学べる

場としてほしい。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

１点目、「沖縄のこころ」の定義については、沖縄県平和祈念資料館の基

本理念に記載されており、その定義を表記することとしたい。 

２点目、本展示施設は学びの場であるということを軸として認識してお

り、展示施設の基本計画を検討していきたいと考えている。 

３点目、第３２軍司令部壕において南部撤退が決定され、住民の被害拡

大のきっかけとなったことをしっかり学べる場ということに留意しなが

ら、展示内容を検討していきたいと考えている。また、この場でどういっ

たことが起きたのかということを、住民目線を大事にしながら、沖縄戦の

実相を伝えられる施設にしたいと考えている。 
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【展示方法について】 

〇大田委員（平和ガイド・平和学習） 

P4 の展示構成において「証言で感じる」「想いを共有する」とあるが、

文字としての資料は大事であるが、証言者の表情・声色等が分かる映像も

重要と考えている。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

展示方法については現時点では決定しておらず、今後、委員の意見を踏

まえて検討したいと考えている。沖縄県平和祈念資料館にあるような映像

を活用した展示も参考にしたいと考えている。 

【展示方法について】 

〇山本委員（展示施設等） 

P4 の「想いを共有する」展示について、体験者が高齢になっているため

話を聞くことが難しく、体験談を次世代に引き継いでいくのには限界が来

ている。文字にせよ音声にせよ、展示をどのように工夫していくか、戦争

遺跡の資料にフォーカスして、周辺の施設や遺跡と連携してメッセージを

発信することが重要ではないかと考える。「想いを共有する」展示の中に、

点ではなく面で考えて、周辺にある戦争遺跡も含めたガイダンスを組み込

むと良いと考える。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

昨年度に実施した第３２軍司令部壕ガイドテキスト作成事業において、

周辺の史跡や戦時中に起きていたことを、フィールドワークを通して学べ

るようなモデルルートを設定している。 

【展示方法について】 

〇清水委員（建築工学） 

沖縄戦当時、首里全体には様々な軍事施設が置かれており、本地域が戦

時中にどのような状態であったかを伝えることが重要であると考える。 

また、文化財を戦争に巻き込まないため、戦後に「武力紛争の際の文化

財の保護に関する条約」（1954 年ハーグ条約）が締結された。沖縄戦で

は、首里城や住民の生活の場のすぐ近くが戦地になってしまったというこ

とも含めて伝えることが必要と考える。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

沖縄戦は 1954 年ハーグ条約が締結される前であり、第３２軍司令部壕は

首里城の城壁に沿って掘られており、米軍が壕の位置をある程度把握した

上で、首里城を攻撃対象としていたという事実がある。この事実をどのよ

うに伝えるかも含めて、展示内容の検討を進めたい。 

【展示施設のメッセージ性について】 
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〇玉城委員（平和ガイド・平和学習） 

対馬丸記念館は、「対馬丸撃沈事件で犠牲となった子どもたちの悲劇を伝

える」というはっきりとしたメッセージ性がある。韓国 DMZ の軍事トンネ

ルでも強いメッセージ性がある。第３２軍司令部壕の「沖縄の平和を希求

するこころ」といったあいまいなテーマでは、メッセージを見学者に正確

に伝えることが難しいと考えられるし、軍事に精通する見学者が、展示内

容を面白おかしくとらえてしまう可能性がある。展示テーマあるいは伝え

たいメッセージを具体的に定めたうえで、議論する必要があると考える。 

また、第３２軍司令部壕は沖縄の戦争を指揮していた需要な施設であっ

た。国外のように、他の施設とあわせて沖縄戦を学べるというように、点

ではなく面で考え、沖縄戦全体の中の第３２軍司令部壕という位置付けを

伝える必要があると考える。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

展示テーマについては、基本計画の内容をもとに、委員から頂いた意見

を踏まえて検討する。第３２軍司令部壕から沖縄戦がどのように展開して

いったかという沖縄戦の実相を本展示施設でどのように伝えるかも含め

て、今後、検討を進めたい。 

【展示内容について】 

〇鈴木委員（展示施設等） 

常設展示に加え、企画展示も行うのか等の展示内容について、次回の委

員会以降にお聞きしたい。また、沖縄戦の遺物は金属製のものが多く、展

示することで劣化が進んでしまう。遺物をどのように展示・保管するかと

いう視点も持って検討してもらいたい。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

本展示施設内での常設・企画展示の内容、収蔵庫の配置、遺物の劣化対

策方法について今後検討を進めたい。 

【他施設との連携について】 

〇小倉会長（建築工学） 

首里城公園の首里杜館との連携はどのように考えているか。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

首里城公園、首里杜館との連携も含めて検討していきたい。 

【本展示施設の位置付け・坑道内部の見学について】 

〇清水委員（建築工学） 

首里が展示施設の空白地帯となっており、沖縄戦を総合的に学べる施設

がないことから、本展示施設がどのような位置付けとなるかが重要と考え

る。 
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また、壕内体験ゾーンについて、壕の内部に入れるのか。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

那覇市歴史博物館や首里杜館等との連携も考えていきたい。 

また、第 5 坑道内部の見学については、安全性を確保することを前提

に、ガイド付きでの見学を検討している。もし坑道内部を公開しない場合

でも、本展示施設内での展示やガイドによる解説により、坑道内部の状況

を見学者に伝えることを検討している。 

【第 5坑口・坑道の公開について】 

〇清水委員（建築工学） 

坑道体験ゾーンはどこのことか。今回の検討内容に含まれているか。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

坑道体験ゾーンとは、本展示施設の建設予定地付近にある第 5坑口およ

び第 5坑道である。第 5坑道内部の公開を検討しているが、内部を公開し

ない場合でも、第 5 坑口を公開することを検討している。 

【坑道公開の考え方について】 

〇清水委員（建築工学） 

第 5坑道以外の公開が難しい坑道についてはどのような展示を考えてい

るか。 

〇川端委員（ＤＸによる情報発信） 

坑道の体験については、現地にいるからには、デバイスなしで現物を見

学者に見ていただき、付加的な情報を、先端技術を活用して提供するのが

重要と考える。プロジェクションマッピングやイマーシブ（没入感のある

仮想体験）の活用も含めて考え、1 つのゾーンで複数の目的を果たすこと

も検討が必要である。また、先端技術を活用して、首里全体を面で捉えて

もらうことも重要と考える。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

先端技術について、次回以降、具体的な資料を提示して議論したいと考

える。 

【デジタルコンテンツの活用について】 

〇山本委員（展示施設等） 

展示面積の 600 ㎡について、バックヤードを踏まえると展示スペースが

300 ㎡程度と限られるため、展示内容としては、デジタルコンテンツを有

効に活用する必要があると考えられる。 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

展示内容については、デジタルコンテンツをいかに有効に活用して、第

３２軍司令部壕の理解を深めるかが課題と考えている。 
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（７）質疑応答⑤（議事次第（10）について） 

意見なし 

令和７年７月 10日 

 知事公室 平和・地域外交推進課 


